
（
平
成
三
十
年
十
一
月
十
一
日
）

本
日
、
多
數
御
來
賓
の
御
來
駕
を
仰
ぎ
、
身
に
餘
る
光
榮
、

御
禮
の
言
葉
も
な
し
。
日
和
も
爽
快
な
る
小
春
に
惠
ま
れ
、

無
事
今
年
度
の
文
語
の
苑
の
大
會
を
締
め
括
る
を
得
た
り
。

關
係
各
位
の
御
盡
力
の
ほ
ど
、
改
め
て
謝
意
を
表
す
る
の
み
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
す
な
は
ち
「
日
記
」。
種
々
の
話
題
の
提

供
せ
ら
れ
、
甚
だ
充
實
し
た
る
講
演
會
と
こ
そ
は
な
り
た
り

け
れ
。
爰
許
ま
た
、
日
記
に
縁
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。
二
三

こ
こ
も
と

ゑ
に
し

日
に
一
度
、
あ
る
い
は
週
に
一
度
ば
か
り
な
れ
ど
、
特
筆
す

べ
き
儀
の
あ
ら
ん
に
は
こ
れ
を
記
録
に
留
め
、
時
に
應
じ
て

は
、
喜
怒
哀
樂
を
心
に
浮
か
び
た
る
が
ま
ま
に
文
字
に
し
て

鬱
憤
を
晴
ら
す
の
段
少
な
か
ら
ず
。
從
前
は
口
語
を
用
ゐ
つ

れ
ど
も
、
愛
甲
先
生
よ
り
御
忠
告
を
賜
は
る
あ
り
、
自
今
は

次
第
に
文
語
に
移
行
せ
ん
と
期
す
る
所
あ
り
。

東
洋
大
學
を
設
立
せ
る
は
井
上
圓
了
な
り
。
明
治
の
御
代

に
三
度
外
遊
し
、
常
に
日
記
を
記
す
。
中
に
「
歐
米
各
國
政

み
た
び

教
日
記
」
あ
り
。
自
ら
の
「
懷
中
日
記
」
よ
り
拔
粹
し
て
、

世
界
の
宗
教
、
社
會
に
つ
い
て
整
理
し
た
る
所
な
れ
ば
、
必

ず
し
も
日
記
形
式
と
い
ふ
を
得
ざ
る
も
の
あ
り
。

國
内
の
記
述
に
目
を
轉
ず
れ
ば
、
全
國
を
巡
囘
し
て
講
演

を
し
た
る
日
記
も
あ
り
。
「
南
船
北
馬
集
」と
銘
打
ち
て
、
日

記
形
式
の
克
明
な
る
記
録
を
殘
し
、
優
れ
た
る
紀
行
文
と
讃

ふ
る
を
得
る
の
傑
作
な
り
。
さ
は
、
明
治
三
十
九
年
よ
り
大

正
八
年
に
到
る
日
記
に
て
、
全
十
六
篇
よ
り
成
る
。
こ
の
間
、

圓
了
の
行
ひ
た
る
講
演
囘
數
、
豈
吃
驚
せ
ざ
る
べ
け
ん
や
、

あ
に
き
つ
き
や
う

前
後
五
千
囘
に
達
す
。

「
南
船
北
馬
集
」の
一
節
を
紹
介
仕
ら
ん
。
第
一
篇
、
冒
頭

に
近
き
所
、「
大
和
紀
行
」と
題
す
る
明
治
三
十
九
年
四
月
に

一 一

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
閉
會
の
御
挨
拶

竹
村
牧
男

た
け
む
ら
ま
き
を

Title:14号竹村.eca Page:1 Date: 2020/03/08 Sun 06:35:31



始
ま
る
日
記
な
り
。

十
五
日
（
日
曜
）

晴
れ
。
小
西
氏
の
樓
上
に
宿
す
る
に
、

終
夜
流
水
の
聲
あ
る
を
聽
き
、
同
氏
の
名
は
音
石
な
る
に
ち

お
ん
じ
や
く

な
み
て
、
言
文
一
致
流
の
俗
調
を
つ
づ
る
。
す
な
は
ち
「
夜

も
す
が
ら
、
石
間
を
き
し
る
水
の
音
、
聽
け
ば
心
も
清
く
な

り
ぬ
る
」
の
狂
歌
な
り
。
と
き
に
芳
野
山
の
櫻
花
は
滿
開
な

り
と
い
ふ
を
聞
き
、
小
西
氏
お
よ
び
上
田
氏
と
と
も
に
川
を

渡
り
、
溪
行
里
許
に
し
て
い
は
ゆ
る
下
千
本
の
山
下
に
至
る
。

途
上
、
一
吟
あ
り
。

春
山
青
一
色
、
中
有
白
雲
横
、

近
見
花
千
畳
、
團
々
都
是
桜
。

【
春
山

青
一
色
に
し
て
、
中
に
白
雲
の
横
に
靡
く
有
り
。

し
ゆ
ん
ざ
ん

う
ち

近
づ
く
ほ
ど
に
花
の
千
に
疊
な
る
を
見
る
。
團
團
た
る
、

ち
へ

か
さ

だ
ん
だ
ん

都
て
是
櫻
な
り
。
】

す
べ

こ
れ

茶
亭
に
一
憩
し
て
歸
る
。
觀
客
疎
々
、
車
行
遲
々
、
そ
の

幽
逡
の
状
態
は
墨
堤
、
嵐
山
と
同
日
に
論
ず
べ
か
ら
ず
。
か

い
う
し
ゆ
ん

ぼ
く
て
い

ら
ん
ざ
ん

つ
余
の
所
感
は
「
芳
山
有
花
而
無
水
、
上
市
有
水
而
無
花
、

人
間
萬
事
皆
如
此
、
兩
者
難
兼
君
勿
嵯
」
に
て
、
芳
山
に
水

な
き
は
觀
客
の
み
な
遺
憾
と
す
る
な
り
。

【
芳
山
、
花
有
れ
ど
も
水
無
く
、
上
市
、
水
有
れ
ど
も
花

は
う
ざ
ん

無
し
。
人
間
萬
事
皆
此
の
如
く
、
兩
者
兼
ね
難
け
れ
ば

じ
ん
か
ん

か
く

君
嗟
く
こ
と
勿
れ
】

な
げ

午
後
、
上
市
を
去
り
龍
門
村
〈
現
在
奈
良
縣
吉
野
郡
吉
野

町
・
宇
陀
郡
大
宇
陀
町
〉
に
入
る
。
途
上
の
所
見
、
左
の
ご

と
し
。

樹
は
黒
く
麥
は
緑
り
に
菜
は
黄
な
り
、
桃
紅
李
白
、
春
の

山
里
。

宿
坊
は
西
蓮
寺
に
し
て
、
住
職
は
西
岡
順
察
氏
な
り
。
庭
前

に
老
松
の
臥
龍
に
似
た
る
あ
り
。

窓
外
老
松
在
、
如
龍
又
似
仙
、

臥
雲
三
十
丈
、
吸
気
一
千
年
。

二 二
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【
窗
外
に
老
松
在
り
。
龍
の
如
く
、
ま
た
仙
に
似
る
。

ら
う
し
よ
う

臥
雲
三
十
丈
、
氣
を
吸
ふ
こ
と
一
千
年
】

が
う
ん

村
内
に
龍
門
瀧
と
名
付
く
る
小
瀧
布
あ
り
。
行
き
て
こ
れ

を
み
る
。

此
の
如
く
、
隨
所
に
篏
む
る
に
即
興
の
漢
詩
和
歌
を
以
て

か
く

ち
り
ば

し
、
さ
は
悉
く
は
佳
作
と
い
ふ
を
得
ざ
ら
め
ど
、
資
料
的
價

値
は
棄
て
難
き
も
の
あ
り
。
加
之

、
風
流
の
味
は
ひ
深
き

し
か
の
み
な
ら
ず

こ
と
、
古
今
の
名
作
に
を
さ
を
さ
屈
す
る
こ
と
な
か
る
べ
し
。

今
年
は
、
圓
了
生
誕
百
六
十
年
、
而
し
て
百
囘
忌
な
り
き
。

さ
す
れ
ば
來
年
は
百
周
忌
、
な
ほ
一
層
圓
了
を
想
起
す
る
の

辰
に
非
ず
や
。
こ
れ
が
師
に
は
哲
學
あ
り
、
は
た
ま
た
佛
教

と
きを

基
盤
と
せ
る
深
淵
な
る
思
想
、
卓
越
比
類
な
き
教
育
理
念

あ
り
。
以
て
八
洲
に
喧
傳
し
、
そ
の
足
跡
を
顯
彰
す
る
は
我

ら
が
責
と
す
る
所
に
あ
ら
ず
や
。

せ
め

東
洋
大
學
に
て
は
、
毎
年
、
文
語
の
苑
の
大
會
開
催
に
些

か
な
り
と
微
力
を
捧
ぐ
る
あ
り
。
然
り
と
い
へ
ど
も
、
文
語

の
普
及
は
遲
々
と
し
て
成
り
難
く
、
貢
獻

仕

り
て
其
甲
斐

つ
か
ま
つ

あ
り
た
り
と
は
言
ふ
に
憚
り
あ
り
。
今
囘
、
本
學
若
き
教
員

の
御
參
加
下
さ
れ
た
る
を
契
機
と
し
て
、
文
語
愛
好
サ
ー
ク

ル
の
設
立
等
を
念
頭
に
置
き
、
一
層
盡
心
竭
力
、
庶
幾
く
は
、

じ
ん
し
ん
け
つ
り
き

こ
ひ
ね
が
は

蟷
螂
の
斧
な
ら
ん
と
も
、
本
朝
文
化
の
伝
統
を
維
持
す
る
に

た
う
ら
う

一
助
と
成
ら
ん
こ
と
を
。

本
學
は
文
語
の
苑
の
御
趣
意
に
深
く
感
ず
る
所
あ
り
、
今

後
と
も
御
活
動
に
寄
與
す
る
を
得
れ
ば
此
の
上
な
き
幸
甚
な

り
。
宜
し
く
願
ひ
上
げ
奉
る
。

文
語
の
苑
先
生
各
位
、
民
族
の
夢
追
ひ
て
御
身
を
獻
ず
る

の
至
誠
を
拜
し
、
爭
か
感
ず
る
所
な
く
て
已
む
べ
し
や
。
御

や
は

健
勝
御
活
躍
を
祈
念
し
、
以
て
閉
會
の
挨
拶
と
爲
す
所
な
り
。

謝
辭
、
意
を
盡
さ
ざ
る
を
恨
む
る
の
み
。
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